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人
一
首

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　本
市
で
は
、
ジ
ャ
ズ
や
妖
精
、
大
谷
な
ど
と
共
に

個
性
あ
る
文
化
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
百
人
一
首
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
本
市
と
関
わ
り
の
深
い
百
人
一
首

の
歴
史
を
紐
解
き
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。
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▽日時　11月16日(日)午前
10時～午後３時。最終受け
付けは正午。
▽集合場所　まちかど広場
（中央１丁目）。
▽内容　宇都宮氏にゆかり
のある寺社などに設置され
たチェックポイントのミッ
ションをクリアし、街中に
隠された百人一首のキー
ワードを揃えた人には記念
品を贈呈。また、参加者全
員にみやびぃ缶バッチをプ
レゼント。チェックポイン
トは興禅寺・清巌寺・二荒
山神社・宇都宮城址公園・
市民ギャラリー。
▽定員　先着100人。
▽申込　11月13日までに、
電話またはファクス（参加
者全員の氏名・住所・電話
番号・年齢を明記）で、文
化課☎（632）2766★（632）
2765へ。
▽その他　応募状況によっ
ては当日受け付けも可。

▽日時　11月16日(日)午前
10時～午後３時。最終受け
付けは正午。
▽集合場所　まちかど広場
（中央１丁目）。
▽内容　宇都宮氏にゆかり
のある寺社などに設置され
たチェックポイントのミッ
ションをクリアし、街中に
隠された百人一首のキー
ワードを揃えた人には記念
品を贈呈。また、参加者全
員にみやびぃ缶バッチをプ
レゼント。チェックポイン
トは興禅寺・清巌寺・二荒
山神社・宇都宮城址公園・
市民ギャラリー。
▽定員　先着100人。
▽申込　11月13日までに、
電話またはファクス（参加
者全員の氏名・住所・電話
番号・年齢を明記）で、文化
課☎（632）2766、 （632）
2765へ。
▽その他　応募状況によっ
ては当日受け付けも可。

◎鎌倉で宇都宮を発見　平成26年度に、修学旅行で鎌倉に行く市内小学６年生向けに、宇都宮と鎌倉の
歴史的関係の深さや意外な共通点を説明した資料を作成しました。平成27年度は、修学旅行で京都に行く
中学３年生向けに、宇都宮と京都に関する資料を作成します。詳しくは、宇都宮の歴史と文化財ホームペー
ジhttp://61.194.63.139/ext/をご覧ください。

　
百
人
一
首
の
誕
生
に
は
、
鎌
倉
時
代

に
宇
都
宮
で
活
躍
し
た
殿
様
の
存
在
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
宇
都
宮
城
５
代
城
主

宇
都
宮
頼
綱
で
す
。

　
頼
綱
は
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
謀
反
の
疑

い
を
か
け
ら
れ
て
し
ま
い
、
宇
都
宮
城

と
民
を
守
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
出
家

し
、
京
都
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
名
前
を
蓮
生
と
改
名

し
ま
し
た
。

　
蓮
生
は
、
京
都
で
藤
原
定
家
と
い
う

歌
人
と
親
し
く
な
り
ま
す
。
や
が
て
、

蓮
生
の
娘
と
定
家
の
息
子
（
藤
原
為

家
）
が
結
婚
し
、
２
人
は
親
戚
関
係
に

な
り
、
も
と
も
と
和
歌
が
好
き
だ
っ
た

蓮
生
は
ま
す
ま
す
和
歌
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

　
当
時
、
和
歌
を
し
た
た
め
た
色
紙
を

ふ
す
ま
に
貼
る
こ
と
が
流
行
っ
て
お
り
、

蓮
生
は
京
都
市
の
小
倉
山
に
あ
る
自
分

の
別
荘
に
貼
る
色
紙
を
選
ぶ
よ
う
に
定

家
に
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
選
ば

れ
た
素
晴
ら
し
い
和
歌
が
、
現
在
の
小

倉
百
人
一
首
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
つ
ま
り
、
和
歌
を
愛
し
た
蓮
生
の
要

望
が
な
け
れ
ば
、
百
人
一
首
は
誕
生
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
百
人
一

首
で
す
が
、
そ
も
そ
も
和
歌
は
決
し
て

難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
説

文
を
読
ん
で
み
る
と
、
飛
鳥
時
代
〜
鎌

倉
時
代
の
歌
な
の
に
、
現
在
の
私
た
ち

と
同
じ
感
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
（
上
の
句
参
照
）。
恋
心
の

と
き
め
き
や
、
失
恋
の
悲
し
み
、
美
し

い
景
色
を
見
た
時
の
感
動
な
ど
、
人
間

の
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
は
昔
も
今
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
も
百
人
一
首
に
触
れ
て
、
お

気
に
入
り
の
一
句
を
見
つ
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
「
分
か
る
よ
、

あ
な
た
の
気
持
ち
」
と
昔
の
人
に
優
し

く
後
押
し
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。

百
人
一
首
の
魅
力

百
人
一
首
誕
生
秘
話

　京
都
や
鎌
倉
な
ど
は
、百
人一首
の
歌
に
詠
ま

れ
た
有
名
な
地
域
で
す
が
、実
は
、宇
都
宮
は
百

人一首
誕
生
に
欠
か
せ
な
い
地
域
な
の
で
す
。そ

の
歴
史
を
振
り
返
り
、百
人一首
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
発
見
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　宇都宮城主だった宇都宮氏は、百
人一首の誕生に深い関わりのある5
代城主頼綱の他、鎌倉幕府の要職を
担った6代城主泰綱や7代城主景綱、
元寇の時に大将軍となった8代城主
貞綱などがいます。

宇都宮氏はこんな人
和歌をしたためた
色紙の選定を依頼

選定＝後の百人一首

▶解説　「こんなにあなた
を恋しく思っていることさえ
言い出せない。まるで、伊吹
山で取れるさしも草がくす
ぶって燃えるような恋心を、
あなたは全く知らないでしょ
う」と切ない片思いを歌った
歌です。なお、伊吹山は栃木
県の山だという説もあります。

▶解説　「今夜はひとり仮
小屋で田の番をしていると、
苫（屋根の網目）の目が粗く
てすきまから夜露が落ちて
きて、着物の袖が濡れてい
るのは夜露のせいだろうか、
それとも故郷に残してきた
家族を思いふけての涙だろ
うか」と天智天皇が農民の
苦労を推し量って詠んだと
される、小倉百人一首の第
１番です。

百人一首ゆかりのまち
宇都宮ウオークラリー

　宇都宮城８代城主貞綱が開基。現
在、貞綱と９代城主公綱の墓（供養
塔）が残っています。
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さ
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も
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ほ
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天
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じ
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歌人 宇都宮城5代城主歌人

よ
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ふ
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の

い
え
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え
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う

FAX

やす つな つな

つなさだ

げん こう

かげ

興
禅
寺

　宇都宮城５代城主頼綱の供養塔とい
われる墓や、８代城主貞綱が母の供養
に奉納した「鉄塔婆」があります。

清
巌
寺

　二荒山神社と宇都宮氏の関係は、
宇都宮城初代城主藤原宗円が社務職
となったことに始まり、代々宇都宮
氏が社務職を兼ねていました。

二
荒
山
神
社

　宇都宮城は、藤原宗円が二荒山神
社の社務職となり、その南側に館を
築いたのが始まりとされ、平成19年
に江戸時代の姿で復元されました。

宇
都
宮
城
址
公
園

つな

そう えん

きん

とま

結婚

宇都宮頼綱
（蓮生）

宇都宮城5代城主

娘
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▽日時　11月16日(日)午前
10時～午後３時。最終受け
付けは正午。
▽集合場所　まちかど広場
（中央１丁目）。
▽内容　宇都宮氏にゆかり
のある寺社などに設置され
たチェックポイントのミッ
ションをクリアし、街中に
隠された百人一首のキー
ワードを揃えた人には記念
品を贈呈。また、参加者全
員にみやびぃ缶バッチをプ
レゼント。チェックポイン
トは興禅寺・清巌寺・二荒
山神社・宇都宮城址公園・
市民ギャラリー。
▽定員　先着100人。
▽申込　11月13日までに、
電話またはファクス（参加
者全員の氏名・住所・電話
番号・年齢を明記）で、文
化課☎（632）2766★（632）
2765へ。
▽その他　応募状況によっ
ては当日受け付けも可。
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ては当日受け付けも可。

◎鎌倉で宇都宮を発見　平成26年度に、修学旅行で鎌倉に行く市内小学６年生向けに、宇都宮と鎌倉の
歴史的関係の深さや意外な共通点を説明した資料を作成しました。平成27年度は、修学旅行で京都に行く
中学３年生向けに、宇都宮と京都に関する資料を作成します。詳しくは、宇都宮の歴史と文化財ホームペー
ジhttp://61.194.63.139/ext/をご覧ください。
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　宇都宮城５代城主頼綱の供養塔とい
われる墓や、８代城主貞綱が母の供養
に奉納した「鉄塔婆」があります。

清
巌
寺

　二荒山神社と宇都宮氏の関係は、
宇都宮城初代城主藤原宗円が社務職
となったことに始まり、代々宇都宮
氏が社務職を兼ねていました。

二
荒
山
神
社

　宇都宮城は、藤原宗円が二荒山神
社の社務職となり、その南側に館を
築いたのが始まりとされ、平成19年
に江戸時代の姿で復元されました。

宇
都
宮
城
址
公
園

つな

そう えん

きん

とま

結婚

宇都宮頼綱
（蓮生）

宇都宮城5代城主

娘
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　百
人一首
ゆ
か
り
の
地
宇
都
宮
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、宇
都
宮
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。そ
し
て
今
年
は
、宇
都
宮
初
の
百
人一首

公
式
戦
を
開
催
し
ま
す
。

子どもたちが元気に札を取りあう声が、
教室の窓から聞こえてきたり。
はかま姿の永世クイーンが、
街の真ん中に現れたり。
ここは百人一首、ゆかりの地。
畳の上では、子どもも大人も無我夢中。
始めの一語に思いを集中、
みんなで愉快に、詠んでいます。
さすが百人一首の街、宇都宮です。

百
人
一
首
大
会

4

◎百人一首大会を観戦しよう　■第20回うつのみや百人一首市民大会　▽日時　11月23日（日・祝）午
前９時～予選開始▽競技区分　団体戦・個人戦など。■蓮生記念第1回全国かるた競技宇都宮大会　▽
日時　11月24日（月・休）午前９時30分～予選開始▽競技区分　全日本かるた協会競技規程によるＡ～Ｄ
級。■会場　ブレックスアリーナ宇都宮（元今泉5丁目・市体育館）。
問文化課☎（632）2767

◎宇都宮かるた会の練習を見学してみませんか　▽日時　年末年始を除く毎週土曜日、午後１時～5時
▽会場　大運寺（材木町）。 問宇都宮かるた会☎（633）5087
◎映写機マークのある写真に、アプリ（無料）をダウンロードしたスマートフォンまたはカ
メラ付きタブレットをかざすと、AR（拡張現実）で動画がご覧いただけます。設定方法など、
詳しくは市ホームページをご覧ください。

　
う
つ
の
み
や
百
人
一
首
市
民
大
会
は

平
成
７
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
20
回

目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
団
体
戦
118

チ
ー
ム
、
個
人
戦
631
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
大
会
で
は
日

本
一
の
開
催
規
模
で
す
。
ま
た
、
市
民

大
会
を
行
政
と
し
て
支
援
し
て
い
る
の

も
、
本
市
だ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
市
民

大
会
の
小
学
生
部
門
で
上
位
入
賞
し
た

４
校
の
最
強
校
を
決
め
る
グ
ラ
ン
プ
リ

決
定
戦
を
後
日
開
催
し
、
渡
辺
令
恵
か

る
た
永
世
ク
イ
ー
ン
（
６
ペ
ー
ジ
参

照
）
に
よ
る
か
る
た
教
室
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
か
る
た
永
世
ク
イ
ー
ン
と
は
、

か
る
た
ク
イ
ー
ン
（
女
性
の
日
本
一
）

を
通
算
５
期
務
め
、
審
査
を
経
て
、
授

与
さ
れ
る
名
誉
あ
る
称
号
で
す
。
現
在

ま
で
に
、
３
人
の
永
世
ク
イ
ー
ン
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
の
場
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
百
人
一
首
に
親
し
み
を

持
て
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て

お
り
、
百
人
一
首
を
通
し
た
人
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
教
育
の
場
以
外
に
お
い
て
も
、
百
人

一
首
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

え

ふ
み

　私たち宇都宮かるた会は、競技かるたの実
力向上のため、定期的に練習を行なっていま
す。この度念願の全国かるた競技大会が宇都
宮で開催されることとなり、大変うれしく思
います。宇都宮が百人一首誕生に深い関係の
ある地であることを全国に知ってもらういい
機会にもなりますし、これを機に、より多く

の人が百人一首に触れ
てくれることを期待し
ます。
　これからも全国大会を宇都宮で継続的に開
催できることを願うとともに、名人やクイー
ンに挑戦できるレベルの高い人材が宇都宮か
ら誕生することを期待してやみません。

念願の全国大会が
　　　　  地元で開催

蓮生記念
第1回全国
かるた競技宇都宮大会

学校での取り組み百人一首に
親しみやすい環境

　
今
年
、
本
市
で
初
め
て
「
全
国
か

る
た
競
技
宇
都
宮
大
会
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
全
日
本
か
る
た
協
会
主
催
の
大

変
名
誉
あ
る
大
会
で
す
。

　
近
年
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の
効
果

も
あ
り
、
百
人
一
首
競
技
か
る
た
人

口
が
増
え
て
、
滋
賀
県
大
津
市
で
行

な
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人

一
首
か
る
た
選
手
権
大
会
（
か
る
た

甲
子
園
）
で
は
、
平
成
25
年
度
は
団

体
戦
48
校
、
個
人
戦
974
人
、
平
成

26
年
度
は
団
体
戦
50
校
、
個
人
戦
１

１
６
７
人
と
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

全
国
大
会
を
本
市
で
開
催
す
る
こ
と

で
、
百
人
一
首
ゆ
か
り
の
地
宇
都
宮

を
全
国
に
発
信
す
る
大
き
な
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
全
国
大
会
は
、
選
手
の
実
力
に
応

じ
て
階
級
ご
と
に
競
技
が
行
な
わ
れ
、

一
定
の
成
績
以
上
の
人
だ
け
が
昇
段

で
き
る
こ
と
か
ら
、
レ
ベ
ル
の
高
い

競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人

一
首
か
る
た
選
手
権
大
会
で
は
、
本

県
代
表
の
宇
都
宮
高
等
学
校
が
平
成

25
年
度
は
準
優
勝
、
平
成
26
年
度
は

４
位
に
な
る
な
ど
、
好
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

宇都宮かるた会　会長
加藤　光伸 さん

第
20
回
う
つ
の
み
や

百
人
一
首
市
民
大
会

学
校
で
の
取
り
組
み

百
人
一
首
に
親
し
み
や
す
い
環
境

みやびぃ学級かるた
　100枚の札を「う」「つ」「の」
「み」「や」の５グループ
に分け、1グループ20
枚ずつの少ない枚数
からかるたの取り
方や歌の意味を学
べるとともに、言葉
も分かりやすく口語体
にしています。

百人一首アニメ化ＤＶＤ制作
　文星芸術大学の協力のもと、百人一首アニメー

ション「カルタるっ」を
作成。各小・中学校へ配
布し、会話科の授業など
で活用。百人一首のおも
しろさや百人一首ゆかり
の地であることのいわれ
を、分かりやすく紹介し
ています。

会話科での取り組み
　全ての市立小・中学校
の会話科の授業の中には、
ことばの時間があり、小
学１年～中学１年生で百
人一首を学んでいます。各学
年に合わせて、百人一首を音読したり、かるた遊び
をしたりしながら、日本語の持つ語感や美しさを学
び、コミュニケーション能力を育てています。

りとるくっく
　「りとるくっく」は和歌
にも登場するほととぎすと
いう意味で、こどもミュー
ジカルどりーみんぐ所属の
３人組地元アイドルユニッ
トです。百人一首を全国に
広めるよう活動しています。

ジャンボかるた
　縦420ミリメートル、横297ミリメートル程の大

きな木造りかるたで、読み
手が上の句を読み始めた瞬
間に飛び出して行き、下
の句のジャンボかるたを
取る競技です。

百人一首に
関連したグッズ

　「みやびぃ」は小野
小町をモデルにした市の百人一首マスコットキャラ
クターです。宇都宮の
「宮」と「雅」を合
わせた名前が由来と
なっています。この
みやびぃを活用して、
百人一首ゆかりの地
宇都宮のＰＲを行っ
ています。

みやび

みやびぃ▶
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「宮」と「雅」を合
わせた名前が由来と
なっています。この
みやびぃを活用して、
百人一首ゆかりの地
宇都宮のＰＲを行っ
ています。

みやび

みやびぃ▶
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家
族
全
員
で
楽
し
め
た
ら
と
の
思
い

か
ら
始
め
た
百
人
一
首
。
「
下
の
句
の

ひ
ら
が
な
の
並
び
が
き
れ
い
だ
な
」

「
こ
の
句
の
覚
え
方
の
特
徴
は
上
の
句

の
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
」
と
思
い
な
が

ら
、
子
ど
も
の
頃
、
集
中
し
て
１
週
間

で
全
て
の
歌
を
覚
え
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
初
め
は
祖
母
か
ら
歌
の
意
味
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
っ

た
今
、
昔
の
人
が
た
っ
た
31
文
字
の
言

葉
に
込
め
た
想
い
を
考
え
る
と
、
電
話

や
メ
ー
ル
が
な
い
時
代
に
、
言
葉
を
厳

選
し
て
、
と
て
も
奥
が
深
く
素
敵
だ
な

と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

　
競
技
か
る
た
は
畳
の
上
の
格
闘
技
と

も
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
頭
と
体
力
を
使
い

ま
す
。
暗
記
力
、
反
射
神
経
、
一
瞬
の

判
断
力
、
聞
き
分
け
る
耳
の
力
、
腹

筋
・
背
筋
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
要
素
を
必
要
と
し
ま
す
。
１
秒
の

間
合
い
で
無
心
と
な
っ
て
耳
と
脳
と
畳

の
札
だ
け
に
集
中
し
、
次
の
歌
の
最
初

の
音
の
波
形
を
捉
え
た
と
同
時
に
、
素

早
く
手
を
動
か
す
。
こ
の
静
と
動
の
切

り
替
え
、
緊
張
感
と
そ
れ
が
解
け
た
時

の
開
放
感
こ
そ
が
、
競
技
か
る
た
の
魅

力
で
す
。
11
連
覇
を
賭
け
た
ク
イ
ー
ン

戦
で
は
、
ど
う
し
て
も
勝
ち
た
い
と
い

う
と
て
も
強
い
集
中
力
に
よ
り
、
読
み

手
の
息
遣
い
や
言
葉
を
発
す
る
直
前
の

摩
擦
音
か
ら
、
瞬
間
で
札
が
特
定
で
き

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
ら
め
き
が

働
き
、
札
を
取
れ
た
と
き
の
感
動
は
今

　
小
学
生
に
百
人
一
首
を
教
え
る
と
、

み
ん
な
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

普
段
、
勉
強
や
運
動
が
あ
ま
り
で
き
な

く
て
も
、
札
が
た
く
さ
ん
取
れ
れ
ば

ヒ
ー
ロ
ー
に
な
れ
る
、
そ
ん
な
と
こ
ろ

が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
百
人
一
首
を
学
ぶ
こ
と
で
、
昔
の
文

化
や
美
し
い
日
本
語
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
社
会
で

生
活
す
る
上
で
の
ル
ー
ル
も
学
べ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、「
百
人
一
首
が
や
り
た
い
」

と
い
う
一
心
で
、
限
ら
れ
た
時
間
を
効

率
よ
く
使
う
術
を
考
え
ま
す
。
そ
の
た

め
に
お
互
い
が
助
け
合
っ
た
り
、
認
め

合
っ
た
り
、
気
配
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
競
い
合
い
や
、
他

学
級
と
の
交
流
試
合
の
中
で
、
人
間
関

係
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
以
前
は
、
高
校
の
授
業
で
百
人
一
首

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
「
歌
を
覚

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
意
味
を
調

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
競
技
か
る
た
は
お
年
寄
り

と
小
学
生
が
試
合
を
す
る
な
ど
、
年
齢

や
性
別
に
関
係
な
く
戦
う
こ
と
の
で
き

る
大
変
め
ず
ら
し
い
種
目
で
す
。
難
し

そ
う
と
思
わ
ず
に
、
ま
ず
は
気
軽
に
お

気
に
入
り
の
一
句
を
見
つ
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
永
世
ク
イ
ー
ン
の
称
号
を
い
た
だ
き
、

現
役
選
手
を
続
け
る
一
方
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
依
頼
が
あ
り
、
か
る
た
を
教
え
た

り
講
演
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、漫
画「
ち
は
や
ふ
る
」の
影
響
も
あ
っ

て
か
、
海
外
で
模
範
試
合
を
披
露
し
た

り
、
留
学
生
に
か
る
た
を
教
え
た
り
す

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
競

技
か
る
た
と
し
て
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
語
の
美
し
さ
も
理
解
し
て
い
て
、

こ
ち
ら
が
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

百
人
一
首
を
通
し
て
日
本
文
化
が
世
界

中
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
宇
都
宮

は
百
人
一
首
の
誕
生
に
は
欠
か
せ
な
い

ゆ
か
り
の
あ
る
地
で
す
。
宇
都
宮
の
皆

さ
ん
に
は
、
百
人
一
首
が
今
で
は
か
る

た
を
通
し
て
世
界
の
人
た
ち
に
伝
わ
り
、

愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
誇
り
に

思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
勉
強
の

一
環
だ
と
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
か
っ

た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
小
学
生
は
楽
し
み
な
が
ら
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

歌
や
意
味
を
覚
え
な
く
て
も
札
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
興
味
が
湧

い
て
く
れ
ば
、
後
で
自
然
に
調
べ
始
め

ま
す
。

　
現
在
、
宇
都
宮
市
で
は
独
自
の
教
科

で
あ
る
「
会
話
科
」
の
中
の
「
こ
と
ば

の
時
間
」
で
百
人
一
首
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
教
え
る
先
生
が
増
え
、
百
人
一
首

に
取
り
組
む
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
り
、
次
の
世
代
へ
百
人
一
首
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
。
そ
ん
な
「
世
代
を
超

え
た
伝
承
」
を
願
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、

家
族
の
会
話
の
中
心
が
百
人
一
首
な
ん

て
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
百
人
一
首
は
人
と
人
と
の
ゲ
ー
ム
。

一
人
で
は
つ
ま
ら
な
い
し
、
続
か
な
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
や
る
と
楽
し
め
る
も
の
で
す
。

百
人
一
首
誕
生
に
ゆ
か
り
の
あ
る
宇
都

宮
か
ら
、
全
国
に
向
け
た
文
化
を
発
信

し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
も
、
家
族
や

仲
間
と
楽
し
く
百
人
一
首
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

世
界
に
広
が
る
競
技
か
る
た

と
し
て
の
百
人
一
首

伝
え
たい

競
技
か
る
た
の
魅
力

全
国
に
向
け
た

文
化
の
発
信
を
宇
都
宮
か
ら

勉
強
で
は
な
く

ゲ
ー
ム
と
し
て
楽
し
む

子どもたちに
　世代を超えた
　　　文化の伝承を

宇都宮市立東小学校
　教　諭　涌井　良德 さん

競技かるたの
　　魅力を広めたい

かるた永世クイーン
うつのみや百人一首親善大使

　　　渡辺　令恵 さん
ふみ え
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家
族
全
員
で
楽
し
め
た
ら
と
の
思
い

か
ら
始
め
た
百
人
一
首
。
「
下
の
句
の

ひ
ら
が
な
の
並
び
が
き
れ
い
だ
な
」

「
こ
の
句
の
覚
え
方
の
特
徴
は
上
の
句

の
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
」
と
思
い
な
が

ら
、
子
ど
も
の
頃
、
集
中
し
て
１
週
間

で
全
て
の
歌
を
覚
え
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
初
め
は
祖
母
か
ら
歌
の
意
味
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
っ

た
今
、
昔
の
人
が
た
っ
た
31
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を
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る
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や
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が
な
い
時
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に
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言
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を
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選
し
て
、
と
て
も
奥
が
深
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素
敵
だ
な

と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
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競
技
か
る
た
は
畳
の
上
の
格
闘
技
と

も
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
頭
と
体
力
を
使
い

ま
す
。
暗
記
力
、
反
射
神
経
、
一
瞬
の

判
断
力
、
聞
き
分
け
る
耳
の
力
、
腹

筋
・
背
筋
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
要
素
を
必
要
と
し
ま
す
。
１
秒
の

間
合
い
で
無
心
と
な
っ
て
耳
と
脳
と
畳

の
札
だ
け
に
集
中
し
、
次
の
歌
の
最
初

の
音
の
波
形
を
捉
え
た
と
同
時
に
、
素

早
く
手
を
動
か
す
。
こ
の
静
と
動
の
切

り
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え
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緊
張
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と
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が
解
け
た
時
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開
放
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こ
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が
、
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の
魅
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で
す
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を
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ゆ
か
り
の
あ
る
地
で
す
。
宇
都
宮
の
皆

さ
ん
に
は
、
百
人
一
首
が
今
で
は
か
る

た
を
通
し
て
世
界
の
人
た
ち
に
伝
わ
り
、

愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
誇
り
に

思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
勉
強
の

一
環
だ
と
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
か
っ

た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
小
学
生
は
楽
し
み
な
が
ら
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

歌
や
意
味
を
覚
え
な
く
て
も
札
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
興
味
が
湧

い
て
く
れ
ば
、
後
で
自
然
に
調
べ
始
め

ま
す
。

　
現
在
、
宇
都
宮
市
で
は
独
自
の
教
科

で
あ
る
「
会
話
科
」
の
中
の
「
こ
と
ば

の
時
間
」
で
百
人
一
首
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
教
え
る
先
生
が
増
え
、
百
人
一
首

に
取
り
組
む
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
り
、
次
の
世
代
へ
百
人
一
首
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
。
そ
ん
な
「
世
代
を
超

え
た
伝
承
」
を
願
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、

家
族
の
会
話
の
中
心
が
百
人
一
首
な
ん

て
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
百
人
一
首
は
人
と
人
と
の
ゲ
ー
ム
。

一
人
で
は
つ
ま
ら
な
い
し
、
続
か
な
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
や
る
と
楽
し
め
る
も
の
で
す
。

百
人
一
首
誕
生
に
ゆ
か
り
の
あ
る
宇
都

宮
か
ら
、
全
国
に
向
け
た
文
化
を
発
信

し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
も
、
家
族
や

仲
間
と
楽
し
く
百
人
一
首
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

世
界
に
広
が
る
競
技
か
る
た

と
し
て
の
百
人
一
首

伝
え
たい

競
技
か
る
た
の
魅
力

全
国
に
向
け
た

文
化
の
発
信
を
宇
都
宮
か
ら

勉
強
で
は
な
く

ゲ
ー
ム
と
し
て
楽
し
む

子どもたちに
　世代を超えた
　　　文化の伝承を

宇都宮市立東小学校
　教　諭　涌井　良德 さん

競技かるたの
　　魅力を広めたい

かるた永世クイーン
うつのみや百人一首親善大使

　　　渡辺　令恵 さん
ふみ え



宇
都
宮

百
人
一
首

ゆ
か
り
の
地

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

もっと深く

宇都宮情報

　皆
さ
ん
は
、
宇
都
宮
が
百
人
一
首

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　本
市
で
は
、
ジ
ャ
ズ
や
妖
精
、
大
谷
な
ど
と
共
に

個
性
あ
る
文
化
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
百
人
一
首
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
本
市
と
関
わ
り
の
深
い
百
人
一
首

の
歴
史
を
紐
解
き
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
は
、
宇
都
宮
が
百
人
一
首

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　本
市
で
は
、
ジ
ャ
ズ
や
妖
精
、
大
谷
な
ど
と
共
に

個
性
あ
る
文
化
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
百
人
一
首
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
本
市
と
関
わ
り
の
深
い
百
人
一
首

の
歴
史
を
紐
解
き
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

ひ
も

差出有効期間
平成 年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局
承　　認

3269
28

15
8

（受取人）
　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）
　宇都宮市総合政策部広報広聴課

行

年齢　　　　　 歳
差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。
なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さんに一緒に考
えていただきたいテーマを取り上げ、年4回編集します。 

前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス
　前回の広報うつのみやプラス「空き
家問題」に対して30人の市民の皆さ
んから意見をいただきました。代表的
なものを紹介します。前回のテーマ

空き家問題 空き家問題と向き合う
　核家族化や少子化などを背景
に年々増加し続ける空き家。本
市でも、管理不全により地域へ
の影響が懸念される「危険な空
き家」が増えています。
　また皆さんの中にも「親戚な
ど身近な人が今は住んでいるけ
れど、いずれ空き家になってし

まうかも」という人はいませんか。将来、あなた
も空き家の所有者になるかもしれません。空き家
を「危険な空き家」にしないためには、どうすれ
ばいいのでしょうか。
空き家をどうする
　空き家の管理は所有者の責任ですが、空き家の
問題は、所有者の問題に留まらず地域全体の問題
にまで波及します。そこで、本市では、所有者の
責任を明確にし、地域や行政の役割を明らかにし
た「宇都宮市空き家等の適正管理及び有効活用に
関する条例」を施行しました。
　また、地域における空き家台帳の作成や所有者
からの委託による樹木伐採や草刈り代行、空き
家・店舗再生による「まちづくり」など、本市で
も、地域や民間独自の取り組みが始まっています。

「空き家問題を考える」の概要「空き家問題を考える」の概要「空き家問題を考える」の概要

■町会（自治会）名義で、空き家の所有者に、継続的に
通知する（一条3丁目・60代）。

■空き家所有者に対し、連絡先の通知を義務化する
（さつき2丁目・60代）。

■地域に役立つような形（サロンやカフェなど）で管理
していく。また、雑草の草むしりなど、地域に根ざし
た方法で処理する（鶴田町・40代）。

■日ごろから自治会に加入し関心を持つ。自治会を抜
ける人が最近多いが、もう一度考えるべき（茂原町・
80代）。

■個人の生活への影響が多いため発生の未然防止は
難しいが、空き家の情報があれば自治会で見守る

（ゆいの杜4丁目・70代）。
■相続人がいても遠くに住んでいて管理できないこ

とがあるため、所有者が元気なうちに、庭木の伐採
などの声掛けをする（下田原町・70代）。

■その他の主な意見   
　▽たまにでもいいので、地域にあいさつをする。ま

た、所有者の所在・連絡先を明らかにし、空き家に
名札を下げておく（簗瀬4丁目・80代）。

　▽空き家のままにしておかない。空き家リストを作
り、活用方法を皆で話し合う（上戸祭2丁目・70代）。

　▽固定資産税の軽減措置特例を廃止すべき。そうす
れば市内の空き家の大半が解体されるのでは（一
条3丁目・60代）。

（2）地域（近所付き合い）として、管理不全な空き家の発
生の未然防止や問題の解消に向けて、どのような取り組
みができると思いますか。

（1）空き家が管理不全とならないように、所有者はどの
ような対策を取るべきと考えますか（複数回答可）。

自ら定期的に
管理する、12件

15％

業者に依頼して
定期的に管理する、14件

18％

引っ越しなど、長期不在
の場合には、地域に連絡
先を伝えておく、13件
　　　　16％

その他、24件
30％

相続させる相手や
処分の方法など、
今後の意向を明ら
かにしておく、17件
　　　21％


